
(57)【要約】

回路２および回路に電気接続するための端子手段３を含

む半導体基板１と、素子のさらなる層を形成するための

、少なくとも１つの溝５を含む薄板４とから半導体素子

を形成する方法。接着剤は、基板１及び薄板４のうちの

少なくとも１つに塗布される。基板及び薄板は、次いで

溝５が端子手段３に対向するような位置に位置合わせさ

れる。基板及び薄板は、次いで接着剤を用いて互いに接

着される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 回 路 お よ び 該 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む 半 導 体 基 板 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 前 記 素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る た め の 、 少 な く と も １ つ の 溝 を 含 む 薄 板 を 提 供 す る 段
階 と 、
　 前 記 基 板 及 び 前 記 薄 板 の う ち の 少 な く と も １ つ に 接 着 剤 を 塗 布 す る 段 階 と 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 溝 が 前 記 端 子 手 段 に 対 向 す る 位 置 に 、 前 記 基 板 及 び 前 記 薄 板 を 位
置 合 わ せ し 、 前 記 接 着 剤 を 用 い て 前 記 位 置 で 前 記 基 板 と 前 記 薄 板 と を 接 着 す る 段 階 と を 含
む 、 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 着 剤 を 前 記 薄 板 に の み 塗 布 す る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 手 段 が 、 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素
子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 半 導 体 基 板 が 、 少 な く と も １ つ の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 配 列 を 含 む 請 求 項 １ か ら 請
求 項 ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 さ ら な る 層 が 、 透 光 層 を 含 む 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 光 層 が 、 ガ ラ ス で で き て い る 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 透 光 層 が 、 色 フ ィ ル タ を 有 す る 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す
る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 回 路 が 、 複 数 の 離 散 回 路 手 段 を 含 み 、 該 回 路 手 段 の そ れ ぞ れ が 、 そ の 少 な く と も １
つ の 縁 端 部 に 端 子 手 段 を 有 し 、 前 記 基 板 を 表 面 に 接 着 し た 後 、 前 記 基 板 及 び 前 記 薄 板 を 、
前 記 少 な く と も １ つ の 溝 の と こ ろ で 前 記 薄 板 を 分 断 す る こ と に よ っ て 個 別 化 し て 、 前 記 回
路 手 段 の う ち の １ つ を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の 素 子 を 形 成 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ ま で の い
ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 薄 板 が 、 複 数 の 互 い に 平 行 な 溝 と 、 前 記 複 数 の 平 行 な 溝 に 直 交 す る 別 の １ 組 の 互 い
に 平 行 な 溝 と を 含 み 、 前 記 薄 板 お よ び 前 記 基 板 を 接 着 し た と き に 、 交 差 す る ４ つ の 溝 部 分
に よ っ て 区 切 ら れ る 方 形 部 分 に 素 子 が 含 ま れ る 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す
る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 各 回 路 手 段 が 、 前 記 方 形 部 分 の ４ つ の 縁 端 部 の す べ て に 端 子 手 段 を 有 す る 請 求 項 ９ に 記
載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 接 着 剤 を 、 前 記 基 板 に 接 着 さ れ る 前 記 薄 板 の 表 面 全 体 に 塗 布 す る 請 求 項 １ か ら 請 求
項 １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 各 回 路 手 段 が 、 そ の １ つ の 縁 端 部 の み に 端 子 手 段 を 有 す る 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た 半 導 体
素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 薄 板 を 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 基 板 の 分 断 さ れ る 線 か ら ず れ た 線 に 沿 っ て 分 断 し 、 前 記
基 板 の 前 記 線 及 び 前 記 薄 板 の 前 記 線 を 、 前 記 溝 に 位 置 合 わ せ す る が 、 前 記 溝 の 幅 の 分 互 い
に 間 隔 を あ け る 請 求 項 １ ２ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 接 着 剤 を 、 前 記 薄 板 の 一 部 分 に の み 塗 布 す る 請 求 項 １ ２ 又 は 請 求 項 １ ３ に 記 載 さ れ
た 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 接 着 剤 を 、 前 記 溝 に 平 行 な 線 状 に 前 記 薄 板 に 塗 布 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 さ れ た 半 導
体 素 子 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 回 路 お よ び 該 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む 半 導 体 基 板 と 、
　 接 着 剤 に よ り 前 記 基 板 に 接 着 さ れ 、 前 記 素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る 薄 板 と を 含 む 半 導
体 素 子 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 薄 板 が 、 前 記 端 子 手 段 に 対 向 し て 位 置 合 わ せ さ れ た 少 な く と も １ つ の 溝 を 含 む 半 導
体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 端 子 手 段 が 、 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む 請 求 項 １ ６ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 半 導 体 基 板 が 、 少 な く と も １ つ の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 配 列 を 含 む 請 求 項 １ ６ 又 は 請 求
項 １ ７ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 さ ら な る 層 が 、 透 光 層 を 含 む 請 求 項 １ ８ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 透 光 層 が 、 ガ ラ ス で で き て い る 請 求 項 １ ９ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 透 光 層 が 、 色 フ ィ ル タ を 有 す る 請 求 項 １ ９ 又 は 請 求 項 ２ ０ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子
組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 回 路 が 、 複 数 の 離 散 回 路 手 段 を 含 み 、 該 回 路 手 段 の そ れ ぞ れ が 、 そ の 少 な く と も １
つ の 縁 端 部 に 端 子 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ ６ か ら 請 求 項 ２ ０ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ
た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 薄 板 が 、 複 数 の 互 い に 平 行 な 溝 と 、 前 記 複 数 の 平 行 な 溝 に 直 交 す る 別 の １ 組 の 互 い
に 平 行 な 溝 と を 含 み 、 前 記 薄 板 お よ び 前 記 基 板 が 接 着 さ れ た と き に 交 差 す る ４ つ の 溝 部 分
に よ っ て 区 切 ら れ る 方 形 部 分 に 素 子 が 含 ま れ る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体
。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 各 回 路 手 段 が 、 前 記 方 形 部 分 の ４ つ の 縁 端 部 の す べ て に 端 子 手 段 を 有 す る 請 求 項 ２ ３ に
記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 各 回 路 手 段 が 、 そ の １ つ の 縁 端 部 に の み 端 子 手 段 を 有 す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 さ れ た 半 導
体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 薄 板 が 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 基 板 の 分 断 さ れ る 基 板 チ ャ ネ ル か ら ず れ た 、 前 記 薄 板 を
分 断 す る た め の 薄 板 チ ャ ネ ル を 含 み 、 前 記 基 板 の 前 記 チ ャ ネ ル 及 び 前 記 薄 板 の 前 記 チ ャ ネ
ル が 、 前 記 溝 に 位 置 合 わ せ さ れ る が 、 前 記 溝 の 幅 の 分 互 い に 間 隔 が お か れ る 請 求 項 ２ ５ に
記 載 さ れ た 半 導 体 素 子 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 １ ３ か ら 請 求 項 及 び １ ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 方 法 に 従 っ て 作 製 さ れ
る 光 電 素 子 で あ っ て 、 前 記 素 子 が 、
　 回 路 、 発 光 素 子 お よ び 該 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む 半 導 体 基 板 と 、
　 接 着 剤 を 用 い て 前 記 基 板 に 接 着 さ れ 、 前 記 素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る 薄 板 と を 含 む 光
電 素 子 に お い て 、
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　 前 記 薄 板 が 、 前 記 基 板 を 越 え て 延 び る 部 分 を 有 し 、 該 部 分 が 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 基 板 の
分 断 さ れ る 線 か ら ず れ た 線 に 沿 っ て 前 記 薄 板 の 分 断 さ れ る 工 程 中 に 形 成 さ れ る 光 電 素 子 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 端 子 手 段 が 、 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む 請 求 項 ２ ７ に 記 載 さ れ た 光 電 素 子 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 半 導 体 基 板 が 、 少 な く と も １ つ の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 配 列 を 含 む 請 求 項 ２ ８ に 記
載 さ れ た 光 電 素 子 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 さ ら な る 層 が 、 透 光 層 を 含 む 請 求 項 ２ ９ に 記 載 さ れ た 光 電 素 子 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 透 光 層 が 、 ガ ラ ス で で き て い る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 さ れ た 光 電 素 子 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 透 光 層 が 、 色 フ ィ ル タ を 有 す る 請 求 項 ３ ０ 又 は 請 求 項 ３ １ に 記 載 さ れ た 光 電 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ つ の 層 を 組 み 合 わ せ る 段 階 を 含 む 、 半 導 体 素 子 の 形 成 方 法 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 そ れ だ け に 限 ら な い が 、 能 動 回 路 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ 相 補 型 金 属 酸 化 膜 半
導 体 ） ウ ェ ハ ） 及 び 単 色 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 画 素 ） を 組 み 込 ん だ 半 導 体 性 基
板 と 、 色 素 子 を 提 供 す る 色 フ ィ ル タ を 含 む 例 え ば ガ ラ ス で で き た 更 な る 透 光 層 と か ら 光 電
素 子 を 形 成 す る 場 合 に 、 特 に 適 用 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 素 子 は 、 米 国 公 開 特 許 明 細 書 Ｕ
Ｓ － Ａ １ － ２ ０ ０ １ ０ ０ ５ ２ ７ ５ ２ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 複 数 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 （ ア レ イ ） が 単 一 基 板 に 形 成 さ れ る 。 基 板 は 、 各 配 列 の 縁 端 部 の 回
り に 金 属 接 合 パ ッ ド を 含 み 、 配 列 の 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 透 光 性 フ ィ ル タ 層 を 基 板
に 取 り 付 け る 便 利 な 方 法 は 、 紫 外 線 硬 化 性 の エ ポ キ シ 系 接 着 剤 を 使 用 す る こ と で あ ろ う 。
基 板 に フ ィ ル タ 層 を 接 着 し た 後 、 得 ら れ た 組 立 体 を 切 断 す る こ と に よ っ て 個 別 化 さ れ た 個
々 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 接 合 パ ッ ド に 過 剰 な 接 着 剤 が 残 留 す る た め 、 化 学 洗 浄 剤 を 使 用 し て 除 去 し な け
れ ば な ら な い 。 洗 浄 処 理 は 難 し く 、 洗 浄 剤 に よ っ て 素 子 の 封 入 性 が 損 な わ れ る こ と が あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 不 都 合 を 軽 減 す る こ と を 目 的 と す る 。 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ る と 、
回 路 お よ び そ の 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む 半 導 体 基 板 を 提 供 す る 段 階 と 、
素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る た め の 、 少 な く と も １ つ の 溝 を 含 む 薄 板 を 提 供 す る 段 階 と 、
基 板 及 び 薄 板 の う ち の 少 な く と も １ つ に 接 着 剤 を 塗 布 す る 段 階 と 、 少 な く と も １ つ の 溝 が
端 子 手 段 に 対 向 す る 位 置 に 基 板 及 び 薄 板 を 位 置 合 わ せ し 、 基 板 と 薄 板 と を 、 接 着 剤 を 用 い
て そ の 位 置 で 接 着 す る 段 階 と を 含 む 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 端 子 手 段 は 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 を 作 製 す
る 方 法 で は 、 半 導 体 基 板 は 少 な く と も １ つ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 を 含 む 。 さ ら な る 層 は 、 色 フ ィ
ル タ な ど の フ ィ ル タ を 有 し 、 例 え ば ガ ラ ス で で き た 透 光 層 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 の 特 定 の 具 体 例 で は 、 回 路 は 、 そ の 少 な く と も １ つ の 縁 端 部 に 端 子 手 段 を そ れ ぞ
れ 有 す る 複 数 の 離 散 （ デ ィ ス ク リ ー ト ） 回 路 手 段 を 含 み 、 表 面 に 基 板 を 接 着 し た 後 、 基 板
及 び 薄 板 は 、 少 な く と も １ つ の 溝 の と こ ろ で 薄 板 を 分 断 す る こ と に よ っ て 個 別 化 さ れ て 、
１ つ の 回 路 手 段 を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の 素 子 が 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 薄 板 に は 複 数 の 互 い に
平 行 な 溝 が あ り 、 こ れ ら の 複 数 の 平 行 な 溝 に 直 交 す る 別 の １ 組 の 互 い に 平 行 な 溝 も あ り 、
薄 板 と 基 板 と が 接 着 さ れ た と き に 交 差 す る ４ つ の 溝 部 分 に よ っ て 区 切 ら れ る 方 形 部 分 に 素
子 を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 の こ の 具 体 例 で は 、 各 回 路 手 段 は 、 方 形 部 分 の ４ つ の 縁 端
部 の す べ て に 端 子 手 段 を 有 す る こ と が で き る 。 接 着 剤 は 、 基 板 に 接 着 さ れ る 薄 板 表 面 全 体
に 、 例 え ば 吹 付 け に よ っ て 塗 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 代 替 具 体 例 で は 、 各 回 路 手 段 は 、 そ の １ つ の 縁 端 部 の み に 端 子 手 段 を 有 す る 。 こ の 具 体
例 で は 、 そ れ に 沿 っ て 基 板 の 分 断 さ れ る 線 か ら ず れ た 線 に 沿 っ て 、 薄 板 を 分 断 す る こ と が
で き 、 基 板 の 線 及 び 薄 板 の 線 は 、 溝 に 位 置 合 わ せ さ れ る が 、 溝 の 幅 の 分 互 い に 間 隔 が お か
れ る 。 こ れ に よ り 、 薄 板 の 部 分 を 取 り 除 く 必 要 が な く な る 。 接 着 剤 は 溝 に 平 行 な 例 え ば 実
線 又 は 破 線 状 に 、 薄 板 の 一 部 分 に の み 塗 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ れ ば 、 回 路 お よ び 該 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む
半 導 体 基 板 と 、 接 着 剤 を 用 い て 基 板 に 接 着 さ れ 素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る 薄 板 と を 含 み
、 薄 板 が 端 子 手 段 に 対 向 し て 位 置 合 わ せ さ れ た 少 な く と も １ つ の 溝 を 含 む 半 導 体 素 子 組 立
体 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 端 子 手 段 は 、 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 組 立 体
で は 、 半 導 体 基 板 は 、 少 な く と も １ つ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 を 含 む 。 さ ら な る 層 は 、 色 フ ィ ル タ
な ど の フ ィ ル タ を 有 す る 、 例 え ば ガ ラ ス か ら な る 透 光 層 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 特 定 の 具 体 例 で は 、 回 路 は 、 少 な く と も そ の １ つ の 縁 端 部 に 端 子 手 段 を そ れ ぞ
れ 有 す る 複 数 の 離 散 回 路 手 段 を 含 む 。 例 え ば 、 薄 板 に は 複 数 の 互 い に 平 行 な 溝 が あ り 、 こ
れ ら の 複 数 の 平 行 な 溝 に 直 交 す る 別 の １ 組 の 互 い に 平 行 な 溝 も あ り 、 薄 板 と 基 板 と が 接 着
さ れ た と き に 交 差 す る ４ つ の 溝 部 分 に よ っ て 区 切 ら れ る 方 形 部 分 に 素 子 を 含 む こ と が で き
る 。 本 発 明 の こ の 具 体 例 で は 、 各 回 路 手 段 は 、 方 形 部 分 の ４ つ の 縁 端 部 の す べ て に 端 子 手
段 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 代 替 具 体 例 で は 、 各 回 路 手 段 は 、 そ の １ つ の 縁 端 部 の み に 端 子 手 段 を 有 す る 。 こ の 具 体
例 で は 、 薄 板 は 、 そ れ に 沿 っ て 基 板 の 分 断 さ れ る 基 板 チ ャ ネ ル か ら ず れ た 、 薄 板 を 分 断 す
る た め の 薄 板 チ ャ ネ ル を 含 む こ と が で き 、 基 板 の チ ャ ネ ル 及 び 薄 板 の チ ャ ネ ル は 、 溝 に 位
置 合 わ せ さ れ る が 、 溝 の 幅 の 分 互 い に 間 隔 が お か れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に よ れ ば 、 前 記 で 規 定 さ れ た 本 発 明 方 法 の 代 替 具 体 例 に 従 っ て 作 製
さ れ 、 回 路 、 発 光 素 子 及 び 回 路 に 電 気 接 続 す る た め の 端 子 手 段 を 含 む 半 導 体 基 板 と 、 接 着
剤 を 用 い て 基 板 に 接 着 さ れ 、 素 子 の さ ら な る 層 を 形 成 す る 薄 板 と を 含 む 光 電 素 子 で あ っ て
、 薄 板 が 、 基 板 を 越 え て 延 び る 部 分 を 有 し 、 そ の 部 分 は 、 そ の 線 に 沿 っ て 基 板 の 分 断 さ れ
る 線 か ら ず れ た 線 に 沿 っ て 薄 板 を 分 断 す る 工 程 中 に 形 成 さ れ る 光 電 素 子 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 端 子 手 段 は 、 複 数 の 接 合 パ ッ ド を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 で は 、
半 導 体 基 板 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 配 列 を 少 な く と も １ つ 含 む 。 さ ら な る 層 は 、 色 フ ィ ル タ な ど の
フ ィ ル タ を 有 す る 、 例 え ば ガ ラ ス で で き た 透 光 層 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 一 例 と し て の み 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ は 、 能 動 回 路 上 に 作 製 さ れ た 多 数 の 単 色 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 ２ を 有 す る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ウ ェ ハ を
含 む 基 板 １ の 一 部 分 を 示 し て い る 。 配 列 は そ れ ぞ れ 方 形 で あ り 、 ４ つ の 辺 の す べ て に 沿 っ
て 接 合 パ ッ ド ３ を 有 し て い る 。 図 ３ で は 、 台 形 は そ れ ぞ れ 接 合 パ ッ ド の 列 を 示 し 、 接 合 パ
ッ ド ３ と Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 ２ と の 接 続 部 は 、 分 か り や す く す る た め に 省 い て い る 。 有 機 発 光 ダ
イ オ ー ド に 加 え 、 基 板 は 封 入 層 や 電 極 層 な ど の さ ら な る 層 も 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 基 板 に 接 着 さ せ る た め の ガ ラ ス 板 ４ の 一 部 分 を 示 し て い る 。 深 さ が 例 え
ば ０ ． ２ ｍ ｍ で 、 基 板 １ の 接 合 パ ッ ド ３ の 配 置 に 対 応 す る 、 溝 ５ か ら な る 十 字 交 差 網 が ガ
ラ ス 板 ４ に エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 板 は 、 光 電 素 子 の 色 画 素 を 規 定 す る た め の
色 フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 溝 ５ を 含 む 板 ４ の 表 面 全 体 に わ た っ て 、 透 過 性 の Ｕ Ｖ 硬 化 性 エ ポ キ シ 接 着 剤 ６ が 、 均 一
の 厚 さ （ 例 え ば 、 ５ μ ｍ ） の 層 と な る よ う に 吹 き 付 け ら れ る 。 板 ４ 及 び 基 板 １ は 、 次 い で
図 ３ に 示 す よ う に 組 み 立 て ら れ る 。 溝 ５ は 、 接 合 パ ッ ド ３ に 位 置 合 わ せ さ れ る の で 、 接 着
剤 は 接 合 パ ッ ド に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 隣 接 す る 素 子 の 接 合 パ ッ ド ３ 間 の 罫 書 き チ ャ ネ ル の 位 置 で 基 板 １ を 貫 通 し
て 鋸 切 断 し 、 か つ 各 溝 ５ の 両 縁 端 部 で 板 ４ を 貫 通 し て 鋸 切 断 し て 溝 上 の ガ ラ ス を 取 り 除 く
こ と に よ っ て 、 図 ３ の 組 立 体 を 個 別 化 す る 。 損 傷 を 防 ぐ た め に 、 基 板 １ と 板 ４ と の 界 面 か
ら 例 え ば ５ ０ μ ｍ の と こ ろ で 鋸 に よ る 切 削 を 停 止 し 、 次 い で 組 立 体 を 鋸 切 削 部 で 分 断 さ せ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 基 板 １ ’ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 配 列 ２ ’ が 接 合 パ ッ ド ３ ’ の 列 を 片 側 に の み 有 す る 代 替 の
組 立 体 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ガ ラ ス 板 ４ の 鋸 の 切 削 部 ６ は 、 そ れ ぞ れ の 溝 ５ の 片 方 の 縁 端 部 の み に 設 け ら れ て い る 。
こ れ ら の 鋸 の 切 削 部 は 、 基 板 １ ’ の 切 削 部 ７ か ら 、 例 え ば １ ． ４ ｍ ｍ だ け ず れ て い る 。 基
板 １ ’ 及 び 板 ４ は 、 鋸 の 切 削 部 ７ 及 び ６ の と こ ろ で そ れ ぞ れ 分 断 さ れ て 図 ５ に 示 す 個 別 化
さ れ た 素 子 が 得 ら れ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 板 か ら ガ ラ ス の 部 分 を 取 り 除 く 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 板 ４ の 表 面 全 体 へ の 接 着 剤 吹 付 け の 代 替 案 と し て 、 例 え ば ロ ボ ッ ト を 使 用 し て 、 溝 ５ と
平 行 に 接 着 剤 を 実 線 又 は 破 線 状 に 板 ４ に 塗 布 す る こ と も で き る 。 こ れ は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に
示 す 実 施 例 で は 特 に 適 切 で あ る 。 板 ４ が 基 板 １ ’ に 押 し 付 け ら れ る と 接 着 剤 は 広 が る が 、
ガ ラ ス の 表 面 特 性 の た め 、 接 合 パ ッ ド ３ ’ 表 面 上 で は な く 溝 ５ の 内 面 に 沿 っ て 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 含 む 」 と い う 動 詞 は す べ て 「 か ら な る 又 は 包 含 す る 」 を 意 味 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る 基 板 の 部 分 概 略 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 基 板 に 接 着 す る た め の ガ ラ ス 薄 板 の 部 分 概 略 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 基 板 及 び 図 ２ の 薄 板 か ら 形 成 さ れ た 組 立 体 の 概 略 横 断 面 図 。
【 図 ４ 】 代 替 の 組 立 体 の 概 略 横 断 面 図 。
【 図 ５ 】 個 別 化 後 の 図 ４ の 組 立 体 を 示 す 図 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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